
図版8

1 田図南地区B調査区西区画全景

2田図南地区B調査区東区画全景
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図版9
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1三谷幹線水路土層断面

2 SD03完掘全景 (西より)
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図版 10

轟 攀 i奪督

l SD03護岸列石検出状況

2 SX03完掘状況
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図版 11

l SE01完掘状況

2 SE01井側検出状況
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図版 12

l SX01完掘状況及び土層

爵 写Ⅲ笹
事 雑 警 礫 F

2 SHO卜 03完掘状況
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図版 13

l SH02完掘状況

2 SX04完掘状況



図版 14

l SK02(西)遺物出土状況

2 SK04(東 )遺物出土状況
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図版 15

1 田図南地区D調査区完掘全景

2田図南地区D調査区土層図(SD01)

-168-



図版 16

1 田図南地区D調査区土層図(畦畔断面)

2田図南地区D調査区土層図(SD03)
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図版 17

1 田図南地区D調査区確認トレンチ全景

2田図南地区F調査区第1トレンチ遺構検出全景
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図版 18

1田図南地区F調査区第2トレンチ全景

2田図南地区F調査区第3トレンチ全景及び土層
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図版 19
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1田図南地区F調査区第4トレンチ全景

2第 1トレンチ基本土層 (東半)
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図版 20

1第 1トレンチ基本土層 (西半)

2第 1トレンチSD01遺物出土状況全景
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図版 21

1第 1トレンチ遺物出土状況 (部分拡大1)

2第 1トレンチ遺物出土状況 (部分拡大2)
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図版 22
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1第 2トレンチ SD02遺物出土状況 (部分拡大2)全景
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2 SD02。 SD03検出状況
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図版 23
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l SD03石組検出状況

2 SD03完掘状況
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図版 24

l SD03五輪塔空輪石出土状況

2盃状穴石出土状況

-177-



図版 25

1 南海道推定地第 1トレンチ全景

2南海道推定地第 1トレンチ土層
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図版 26

1南海道推定地第2トレンチ全景

2南海道推定地第2トレンチ土層 (北半)
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図版 27

1南海道推定地第2トレンチ土層 (南半)

2溝状遺構完掘全景



図版 28

1南海道推定地第3調査区東壁上層
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事
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2南海道推定地第3調査区東壁土層拡大(1)
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図版 29

1南海道推定地第3調査区東壁土層拡大(2)

2南海道推定地第3調査区東壁土層拡大(3)
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図版 30
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1南海道推定地第3調査区全景

置
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2南海道推定地第3調査区完掘全景
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図版 31
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1南海道推定地第3調査区西側集石の状況

2南海道推定地第3調査区東側集石の状況



図版 32

1 田図北地区 (大池遺跡)基本土層断面

2 SD02検 出状況
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図版 33

l SD02完掘状況

2 SD02遺物出土状況(1)



図版 34

l SD02遺物出土状況(2)

2 SD02須恵器片出土状況
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図版 35

1水田畦畔検出状況

2水 田畦畔完掘状況
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図版 36

1水田畦畔脇水路の足跡検出状況

2 SD01完掘状況

-189-



図版 37

l SR01完掘状況

2 SR01土層断面
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第 1章 考古学から見た高松平野

第 1節 高松平野の発掘調査で検出された溝状遺構と推定条里地割との関係
丹羽佑―・山本英之

本書第 1部第 2章第 2節 に「弘福寺領讃岐国山田部田図比定地周辺遺跡」として掲げた中から,B
:条里関係遺構を含むもの,と して分類した遺跡の個々の遺構について遺構地名表にまとめるととも

に,高松平野条里遺構分布図として 10000分 の 1の地図上に表した。

条里関連遺構として抽出したのは,主に調査報告書,概報等に条里坪界線として報告されているも

ので,報告書未刊の遺跡については概ね現地表面で読みとれる条里坪界線 (現行の道路,水路 ,畦畔 ,

地筆界等)に重複または平行する古代以降の溝状遺構 (一部水田畦畔,道路遺構を含む)で ある。

条里遺構の判断は,直線を呈する形状と現行坪界線との平行関係と距離を基準とした。すなわち ,

現行坪界線と重複または一定距離 (概ね 1lm)の範囲内で平行関係を持つもの,現行坪界線から予想

される条里坪中線に一致または一定距離 (同上)で 平行するものの 2点であるが,これに該当しない

遺構についても状況により適宜搭載している。例えば,空港跡地遺跡,香西南西打遺跡ぅ鬼無藤井遺

跡など発掘面積が大きく遺構方位や位置関係がより詳細に確認できるため,距離に関係なく現行坪界

線との平行関係と直線形状のみの緩い条件設定によって関連遺構地名表に搭載している。

特に)空港跡地遺跡については現地割が条里に沿つていないことから,周辺部の地表面条里を延長

した坪界想定線を条里遺構抽出の基準としたが,空港跡地南部の西三谷付近では陸軍飛行場接収に伴

う異方向地割と丘陵裾部が近接していて良好な表層条里地割を設定し得ない。この結果,条方向につ

いては現市道多肥林線に一致する山田郡 7条 10里 1・ 2坪界を基準として概ね 110mの 間隔で東西に

割り振ることで坪界線を復原した。したがつて坪界想定線が現況の地割によらない不確定なものであ

ることを考慮して,方向が一致していれば坪界想定線から 1lm以上離れた遺構であつても条里関連

遺構として抽出したというのがもう一つの理由である。この結果,空港跡地遺跡をはじめ数箇所では

条里坪界線というよりもむしろ 1町方格内の細区画の溝状遺構も拾つている。

抽出条里遺構の延長距離,幅深さの数値に関しては,で きるだけ調査報告書等に公式に記載された

数値を用いた。本表作成のために新規に計測した数値については( )書 きにて表記した。なお,「現

況坪界線との隔たり」の数値はすべて本表作成にあたって計測したものである。遺構番号についても

できるだけ報告済み文献の記述を尊重した。以下,関連遺構地名表については表末凡例を参照いただ

きたい。

遺構分布地図については,香川県国土基本図 5000分の 1を基図とし,最終的に lo000分 の 1に縮

小編集して平野部全域をカバーした。空港跡地遺跡については遺構密度が濃密であつたことから部分

拡大図を作成した。部分拡大図は『空港跡地遺跡平成 5年度発掘調査概報』付図 (1500分の 1)を原

図として 1000分の 1基図を調製し,2500分 の 1に仕上げた。香西南西打遺跡,鬼無藤井遺跡につい

ては,関連遺構地名表には網羅したものの,整理作業と本書紙幅の事情で遺構分布図の作成にまでい

たらなかった。

分布図中の遺構の表記は,古代 (8～ 12世紀),中世 (13～ 16世紀),近世 。近現代 (17世紀
以降)の 3時期に区分したうえで線種・色分け 。分版によって識別した。これも詳細に関しては図中

凡例を参照いただきたい。
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よ
り
後
出

SD
08

“

)

SD
47
II
I-
35
,3
9
N1
0°
El
山
7条
10
里
12
.1
3坪
中
線
中
線
想
定
線
か
ら
東
5m

(l
lJ
CI
Ⅲ

“

)

SD
49
I-
14
区
十W
24
°
Nヽ
山
9条
5里
86
坪
中
線
中
線
想
定
線
か
ら
南
4m

r1
7

14
-1
6
SD
50
と
平
行
  
 f
4b

SD
5G
I-
14
区
rw
 2
4°
NⅢ
山
9条
5里
36
坪
中
線
中
線
想
定
線
上

r2
Cl

14
-1
6
SD
49
と
平
行
  
 
④

SD
51
I-
16
区
(N
R°
■ヽ
山
9条
5里
25
坪
中
線
中
線
想
定
線
か
ら
西
24
m
22
0

14
～
16
25
坪
の
ほ
ぼ
三
分
線

“

)

SD
52
I-
16
区
「
Nl
l°
Eヽ
山
9条
5里
25
坪
中
線
中
線
想
定
線
か
ら
東
17
m

備
前
信
鉢
片

14
ヘ
ン
16
25
坪
の
ほ
ぼ
三
分
線
④

SD
53
I-
16
区
(N
6°
⊃
山
8条
9里
29
～
32
坪
界

交
点

坪
界
想
定
線
か
ら
東
29
m

坪
界
想
定
線
か
ら
北
8m

20
0

瓦
質
土
器
,土
師
質
土
器
,自
磁
椀
等
13
～
14

④

SD
54
11
1-
3,
34
,

47
区
N1
0°
Eヽ

山
7条
10
里
23
・
26
坪
中

線
中
線
想
定
線
か
ら
東
17
m

土
師
器
皿
・
椀
・
杯
,黒
色
土
器
,須

恵
器
椀
。
こ
ね
鉢
,自
磁
片

12
後
～
13

Gお
,5
)

SD
58
。
60

11
-1
0,
16

19
,2
0,
35

39
,4
0区
ド
11
°
⊃
山
7条
10
里
13
,2
4坪
中
線
中
線
想
定
線
か
ら
東
12
m
26
0

(1
9ユ

備
前
繕
鉢
,瓦
,土
師
質
甕

19
～
20
名
D
S1
9年
埋
没

SD
59
II
-1
5区
SR
O°
■
｀
山
7条
10
里
14
,1
5坪
中
線
中
線
想
定
線
か
ら
北
10
m

r1
41
J
広
東
椀
片

S1
9年
堪
没
  
  
“

)

SD
66

II
-1
8,
19 瞬
N1
2°
E
山
7条
10
里
9。
16
坪
中
線
中
線
想
定
線
か
ら
西
8m

60

土
師
器
杯
・
足
釜
・
鍋
,須
恵
器
こ
ね

鉢
等

rs
)
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図 番

SD
67

II
-1
7,
20 区
rN
ll
°
E｀

山
7条
10
里
15
。
16
坪
中

線
坪
界
想
定
線
か
ら
西
23
m
rl
oo

～
16

SD
71

H-
19
区

rW
 l
l°
Nヽ

坪
内
区
画
溝

30
～
50

9～
12

SD
72

l1
11
°
Nヽ

tS
)

SD
73

rW
 l
l°
N〉

f5
)

SD
74

rW
 l
l°
NⅢ

6)
SD
75

rN
12
°
E｀

6)
SD
76

rN
12
°
El

tS
)

SD
77

囚
12
°
El

SD
78
II
-1
7区
rS
76
°
E拘
山
7条
10
里
10
。
15
坪
界
坪
界
想
定
線
か
ら
北
21
m
22
0

18
～
19

6)
SD
89

H-
24
区

斜
75
°
Ⅵ

坪
内
区
画
溝

(l
CI
CI
Ⅲ

15
後
～
16
後

6)
SD
90

N8
°
E

22
C

r7
.5
Ⅲ

6)
SD
91

(N
8°
E)

(l
Cl
lJ
Ⅲ

“

)

SD
92

E9
°
S

22
C

備
前
焼
皿
,鉄
滓
,石
柱
状
石
製
品

0)
SD
93

rN
18
°
E｀

6)
SD
94

い
ほ
8°
E

r5
0ヽ

6)
SD
95
西

II
-2
5匠
至

坪
内
区
画
溝

15
-1
6

“

)

SD
95
南

r2
0ヽ

15
ヘ
ン
16

6)
SD
96

r3
0ヽ

15
ヘ
ン
16
SD
97
と
対
応
  
  
(6
)

SD
97

N5
.5
°
E

r7
0)

土
師
質
上
器
皿
,杯
,羽
釜

15
ヘ
ン
16
SD
96
と
対
応
  
  
(6
)

SD
10
1

II
-2
1,
22

24
,2
5優
至
rS
80
°
E対
山
7条
10
里
14
,1
5坪
中
線
中
線
想
定
線
か
ら
北
10
m

14
0

広
東
椀
片

17
～

S1
9年
埋
没

SD
10
2

H-
2,
25 区
rN
18
°
EⅢ
山
7条
10
里
21
・
22
坪
界
坪
界
想
定
線
か
ら
西
25
m

17
～

S1
9年
埋
没

6)

SD
c5
0
II
-5
区

rN
10
°
EⅢ
山
7条
10
里
18
坪
中
線
中
線
想
定
線
か
ら
西
15
m

20
0

2_
3
土
師
器
杯
・
椀
・
土
鍋
・
小
型
器
台
,

黒
色
土
器
椀
、
瓦
器
椀

SD
c7
2
H-
8,
14 区
rN
20
°
E
山
8条
10
里
1坪
中
線
中
線
想
定
線
か
ら
西
20
m

土
師
器
土
鍋
・
土
釜
,備
前
焼
情
鉢
,

龍
泉
系
青
磁
碗

14
中
～
15
中

SD
c7
3
H-
9区

rN
15
°
E丼
山
8条
10
里
8坪
中
線

中
線
想
定
線
か
ら
西
8m

30
0

土
師
器
土
鍋
・
土
釜
・
皿
・
播
鉢
,青

磁
碗
,丸
瓦

14
中
～
15
中

SD
c7
7
H-
5区

N5
°
E封

山
7条
10
里
7坪

山
8条
10
里
12
坪
中
線
条
界
想
定
線
か
ら
西
9m

14
0

6
土
師
器
上
鍋
・
土
釜
。
皿
・
情
鉢
,唐

津
陶
器
皿
,備
前
焼
甕

15
中
～
16
中

SD
c8
2
II
-1
2区

Nク
ヽ
°
R】

山
7条
10
里
18
坪

山
8条
lo
里
13
坪
中
線
ほ
ぼ
条
界
線
上

23
5

備
前
焼
信
鉢
,唐
津
陶
器
皿
,ふ
い
ご

羽
口
.丸
瓦

15
中
～
16
中
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線
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出
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(m
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遺
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時
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備
考
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図 悉

SD
c8
3
H-
5区

佃
5°
EⅢ

山
7条
10
里
7坪

山
8条
10
里
12
坪
中
線
条
界
想
定
線
か
ら
西
5m

土
師
器
土
鍋
・
土
釜
・
橋
鉢
,唐
津
陶

器
皿
・
椀
,備
前
焼
信
鉢

15
中
～
16
中

SD
c8
5
H-
8区

耐
70
°
Wヽ
山
7条
10
里
1坪
界

中
線
想
定
線
か
ら
北
5m

土
師
器
土
鍋
・
移
動
竃

I)

SD
c8
6
H-
9区

rN
70
°
Wヽ
山
7条
10
里
6・
7坪
界
坪
界
想
定
線
か
ら
北
20
m

土
師
器
,陶
器
,石
臼

15
中
～
16
中

SD
c8
7
H-
9区

rN
15
°
ビ
山
8条
10
里
8坪
中
線
中
線
想
定
線
か
ら
東
30
m

土
師
器
土
釜
・
矯
鉢

15
中
～
16
中

(

SD
c8
8
II
-9
,1
5 区
4η
O°
W封
山
7条
10
里
6・
7坪
界
条
界
想
定
線
か
ら
北
15
m

土
師
器
土
鍋
。
上
釜

15
中
～
16
中

SD
c9
6
II
-1
4区

rw
、
山
7条
10
里
6・
7坪
界
条
界
想
定
線
か
ら
南
13
m

土
師
器
土
鍋
,備
前
焼
甕
・
橋
鉢
,瓦

,

ふ
い
ご
羽
口

15
中
～
16
中

SD
c1
01
II
-1
0区
N4
°
Eヽ
山
8条
9里

8。
9坪
界

条
界
想
定
線
か
ら
西
19
n

7
染
付
碗
,自
磁
碗
,備
前
焼
信
鉢
,甕
17
～
19

I

SD
c1
03
Ⅲ
-9
区
N7
0°
W
山
7条
9里
33
坪
中
線
中
線
想
定
線
か
ら
北
7m

14
5

土
師
器
括
鉢
,陶
器
貯
蔵
容
器
17
-1
9

I

SD
c1
08
H-
14
区

N1
5°
Eヽ
山
8条
10
里
1坪
中
線
中
線
想
定
線
か
ら
西
15
m

土
師
器
土
鍋
。
鉢
・
情
鉢
,備
前
焼
播

鉢
,染
付
,青
磁
碗

17
～
19

SD
e0
9
H-
7区

N1
0.
8°
E

条
界
想
定
線
か
ら
西
1l
m

lB
前
系
陶
胎
染
付

SD
e1
0
Ⅱ
-7
区
N1
0°
E
山
7条
0里
28
・
29
坪
界
条
界
想
定
線
か
ら
西
9m

緑
釉
陶
器
椀
,肥
前
系
陶
器
広
東
椀

SD
e1
5
H-
7区

N8
1°
W
山
7条
0里
21
坪
中
線
中
線
想
定
線
か
ら
南
2m

17
～

SD
e1
6
II
-7
匠
至
N8
2_
9°
W
山
7条
0里
21
坪
中
線
中
線
想
定
線
か
ら
南
5m

44
1

17
～

SD
e3
6
H-
13
区
Nl
l°
E
山
7条
0里
27
。
28
坪
界
坪
界
想
定
線
か
ら
西
30
m
25
0

10
5

SD
c1
44
11
-4
1,
43 区
N3
.5
°
E
山
7条
10
里
26
・
27
坪
界
坪
界
想
定
線
か
ら
西
30
m
35
0

瀬
戸
美
濃
系
灰
釉
陶
器
,信
楽
京
焼
風

II
m器
続

19
～
20

SD
i2
6西
II
-1
2区
N1
0°
W
山
7条
10
里
30
坪
中
線
中
線
想
定
線
上

土
師
器
羽
釜

(Ⅲ
)

SD
i2
6南
HI
-1
2区
N7
9°
Wヽ
山
7条
10
里
30
坪
中
線
中
線
想
定
線
か
ら
南
10
m

SD
i2
7
Ш
-1
2区
N7
5°
W
山
7条
10
里
30
坪
中
線
中
線
想
定
線
か
ら
南
5m

9～
14
前

(I
I)

SD
i2
9
HI
-5
1区

rN
10
°
Eヽ

山
6条
10
里
19
坪

山
7条
lo
里
24
坪
界

坪
界
想
定
線
か
ら
西
■
m

土
師
器
羽
釜
・
小
皿

9～
14
前

(Ⅲ
)

SD
i3
0
II
-5
1区

rN
15
°
E
山
6条
10
里
19
坪

山
7条
10
里
24
坪
界
坪
界
想
定
線
か
ら
西
8m

5
9～
14
前

(Ⅲ
)

SD
i3
1
HI
-5
2区
rN
10
°
E
山
6条
lo
里
38
坪
中
線
中
線
想
定
線
か
ら
西
10
m

5
9～
14
前

(Ⅲ
)

SD
i3
2
II
-5
2区
N8
5°
Wl
山
6条
10
里
9。
30
坪
界
坪
界
想
定
線
か
ら
南
5服

上
師
器
椀

～
14
前

(Ⅲ
)

SD
B3
II
-5
2匠
【
rN
RO
°
粕h
山
6条
10
里
19
。
30
坪
界
坪
界
想
定
線
か
ら
南
3m

5
～
14
手
可

(I
Ⅱ
)

SD
i3
4
HI
-5
2区
(N
)
山
6条
lo
里
9坪
中
線
中
線
想
定
線
か
ら
西
8m

(Ⅲ
)

SD
i3
7
H卜
30
区

rN
12
°
E
山
6条
10
里
19
坪

山
7条
10
里
24
坪
界

坪
界
想
定
線
か
ら
西
20
m

土
師
器
杯
・
小
皿
,中
国
製
白
磁
碗
・

青
磁
片
ぅ
須
恵
器
杯
・
碗

12
後

(1
1)

SD
i3
8
HI
-2
1,
24 区
N1
5°
E
山
6条
10
里
19
坪
中
線
中
線
想
定
線
上

須
恵
器
こ
ね
鉢

12
末
～
13
初

(Ⅲ
)
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(m
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等
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面 号

図 番

SD
i3
9
II
I-
28
,2
9 区
い
12
°
Eヽ

山
6条
10
里
19
坪

山
7条
10
里
24
坪
界

坪
界
想
定
線
か
ら
東
16
m

12
0

9～
13
前

(Ⅲ
)

SD
i4
1
II
I-
12
,

21
,2
4,

26
`5
2区
s1
0°
E)
山
6条
10
里
19
坪
中
線

中
線
想
定
線
か
ら
西
5m

45
0

肥
前
磁
器
染
付
皿
・
染
付
鉢
・
染
付
瓶

・
染
付
段
重
,瀬
戸
美
濃
磁
器
染
付
皿

・
染
付
子
杯
,肥
前
陶
器
鉢
・
灰
釉
皿

・
鉄
釉
皿
,信
楽
系
陶
器
皿
等

20
(I
I)

SD
i4
2
HI
-2
3,
26 区

製
80
°
W封

山
6条
10
里
19
坪
中
線

中
線
想
定
線
か
ら
南
5m

24
C

肥
前
磁
器
染
付
皿
,肥
前
系
磁
器
染
付

皿
・
染
付
碗
,肥
前
青
磁
鉢
,瀬
戸
美

濃
陶
器
皿
,信
楽
陶
器
椀
,大
谷
焼
鉢
20

(Ш
)

SD
i4
3
II
-2
5,
28 区
rN
80
°
W
山
6条
10
里
19
坪
中
線
中
線
想
定
線
か
ら
南
5m

17
0

肥
前
磁
器
染
付
皿
,瀬
戸
美
濃
陶
器
染

付
碗
,明
石
焼
橋
鉢
,備
前
焼
情
鉢
等
20

(I
Ⅱ
)

SD
i4
4
HI
-3
0区

N8
0°
WⅢ

山
6条
10
里
24
坪
中
線

中
線
想
定
線
上

肥
前
系
磁
器
染
付
碗
,瀬
戸
美
濃
陶
器

皿
20

(Ⅲ
)

SD
i4
5
II
I-
24
～

28
区
rN
10
°
Eヽ
山
6条
10
里
19
坪
中
線
中
線
想
定
線
か
ら
西
20
m

(m
)

SD
i4
6
II
-2
5,

28
,2
9優
登
嶼
10
°
EⅢ
山
6条
10
里
19
坪
中
線
中
線
想
定
線
か
ら
西
20
m

肥
前
磁
器
染
付
皿
・
染
付
碗
,大
谷
焼

徳
利
,信
楽
陶
器
徳
利
等

(m
)

SD
i4
7東
11
-2
9区
′ N
10
°
Eヽ
山
6条
10
里
19
坪
中
線
中
線
想
定
線
か
ら
西
20
m

19
～

(I
■
)

SD
i4
7南
11
-2
9区
′ N
RO
°
い
山
6条
10
里
19
坪
中
線
中
線
想
定
線
か
ら
南
18
m

f5
)

19
～

(Ⅲ
)

SD
i4
9
II
-3
2区

rN
10
°
EⅢ

山
6条
10
里
19
坪

山
7条
10
里
24
坪
界
坪
界
想
定
線
か
ら
東
2m

7

備
前
焼
橋
鉢
,瀬
戸
美
濃
陶
器
片
等

18
～

(I
I)

SD
i5
3西
II
I-
24
,2
5 区
N1
0°
n
山
6条
10
里
19
坪
中
線
中
線
想
定
線
上

17
～

(I
I)

SD
i5
3南
HI
-2
5,
23 区
∩ヾ
80
°
W｀
山
6条
10
里
19
坪
中
線
中
線
想
定
線
か
ら
南
13
m

17
～

(Ⅲ
)

SD
i5
4
11
-2
3区
N1
0°
E拘
山
6条
10
里
19
坪
中
線
中
線
想
定
線
か
ら
東
22
m

瀬
戸
美
濃
陶
器
染
付
椀

一 則
(I
I)

SD
i5
5
11
-2
3区

`N
10
ψ

n
山
6条
10
里
19
坪
中
線
中
線
想
定
線
か
ら
東
24
m

80
土
師
質
土
器
焙
烙

(皿
)

SZ
i0
1
HI
-2
5区
rN
80
°
Wヽ
山
6条
10
里
19
坪
中
線
中
線
想
定
線
か
ら
南
5m

高
  
20

27
.5

SD
i4
2】
ヒ恨
Uに
併
認
イ
m)

SZ
i0
2
HI
-2
2膠
こ
rN
10
°
EⅢ
山
6条
10
里
19
。
20
坪
界
坪
界
想
定
線
か
ら
西
17
m

高
  
10

SZ
i0
3の
東
15
m 
(Ⅲ
)

SZ
i0
3
HI
-2
2区
rN
10
°
E｀
山
6条
10
里
19
坪
中
線
坪
界
想
定
線
か
ら
東
23
m

冨
  
0.
5

SD
i5
4.
55
の
間
 (
Ⅲ
)

※
 
備
考
欄
末
尾
の

き
数
字
は
,遺
構
の
掲
陀報
告
書
を
示
す
((
3)
～
6)
は
,概
報
刊
行
年
次
,(
)～
(Ⅲ
)は
,報
告
書
巻
次
を
示
す
)。

― い 〕 ６ １

備
考



漬
構
番
号
調
査
区
流
路
方
向
検
出
位
置
(坪
番
号
)
現
況
坪
界
線
と
の
隔
た
り

険
出
幅
rc
mⅢ

践
存
深
度
rc
mⅢ

検
出
延
長
rm
)
出
土
漬
物
等

時
  
期

備
考

面 号

図 番

SD
16

II
区
N7
ψ
Eヽ

1
31
・
32
'

ほ
ほ
斗
界
繰
上

師
器
片
.

12
つ
奄

1

SD
19

m区
rN
6°
Eヽ
蓬
言
1

32
・
33
'

坪
界
想
定
線
か
ら
西
30
m

R
師
器
片
.

瓦
器
続
片
13
後

遺
構
番
号
調
査
区
淋
路
方
向
I1
4出
柿
晉

`坪

悉
号
)
朔
湖
坪
界
繰
>の
隔
´
り

険
出
幅
(c
m)
残
存
深
反

(c
m)
検
出
処
長

(m
)
出
土
遺
物
等

時
  
期

備
者

面 号
図 碁

SD
10
1

～
V区
硝
Rl
°
WⅢ

香
1条
14
星
7・
18
坪
,

2条
14
里
12
・
13
坪
界
坪
界
想
定
線
上

lt
lt
l

土
帥
器
皿
・
椀
片
,羽
釜
脚
片
,須
思

哭
喜
障

最
下
層
9C
還
物

SD
10
2

Ⅳ
区
′ N
8ψ
Eヽ
香
14
里
1・
2条
界

坪
界
地
筆
界
上

な
し

SD
10
3
H区
rN
Rl
°
Wヽ

香
1条
14
里
7坪

,

香
1条
14
里
18
坪
中
線
坪
界
想
定
線
上

10
0

1
な
し

SD
10
4
V区
rN
Rl
°
WⅢ
香
2条
14
里
12
・
13
坪
界
坪
界
想
定
線
よ
り
南
2m

40

土
師
器
上
鍋
片

4

SD
10
5
H・
Ⅲ
区
イ 再
Rl
°
Wヽ
香
1条
14
里
7・
18
坪
界
坪
界
想
定
線
よ
り
南
2m

16
0

約
30
_0

磁
器
碗
・
皿
片
,橋
鉢
口
縁
部
片
,須

由
果
締
眸

― ド や 『 ―
1条
14
里
9,
4

香
1条
14
里
9。
16
坪

潰
構
番
号
調
査
区
流
路
方
向
検
出
位
置
(坪
番
号
)
踊
況
坪
界
繰
と
の
隔
た
り

検
出
幅
(c
m)

残
存
深
反

(c
ln
)

険
出
延
長

(m
)
出
土
遺
物
等

時
  
期

備
者

面 号
図 悉

SD
01

rN
70
°
Wヽ
8
こ
10
里
6・
7坪
界
坪
界
想
定
線
か
ら
南
25
m

20
1

SD
02

r肖
2°
h

主
10
里
7・
8坪
界
坪
界
想
,
:繰
か
ら
東
7m

20
2

SD
03

rN
75
°
Wヽ
8
き
10
 L
H 
R。
17
井
界
坪
界
想
,
:線
上

26
0

14
後
半

3

拗
04
南

rN
75
°
n
8
こ
10
早
呂
。
17
,半
界
坪
界
想
,
:線
か
ら
】
ヒ
5m

12
0

師
「
II
・
十
綿
騰

14
後
半

4

GD
04
東

「
N5
°
Wヽ

こ
10
里
17
坪
界
中
線

:線
か
ら
西
15
m

2.
8

14
後
半

5

SD
05

〔N
28
°
ひ

き
10
里
17
坪
界
中
練
中
線
想
定
線
か
ら
西
5m

24
0

2C
l

6



定
線
か
ら
西

山
8条
10
里
9坪
中
線

― い ０ ∞ ―

現
況
坪
界
線
と
の
隔
た
り

僚
出
鴨

(c
m)
残
存
深
反
(c
m)

検
出
延
長

(m
)
出
土
遺
物
等

時
 
期

備
考

画 号
図 碁

遺
構
番
号
調
査
区
流
路
方
向
検
出
位
置
(坪
番
号
)

SD
01

ヽ
90
°
F｀

山
6条
10
里
31
斗
,

山
6条
11
里
6坪
中
線
ι愛
ぽ
中
練
想
定
線
上

5
30
.0

な
し

18
以
降

1

SD
02

Nh
亀
°
Wヽ

山
6条
10
呈
31
斗
,

山
6条
11
里
6坪
界

坪
界
地
筆
界
よ
り
北
4m

な
し

12
後
?

SD
03

rN
hA
°
ll
h

山
6条
10
里
31
坪
,

山
6条
11
里
6坪
界

坪
界
地
筆
界
上

19
.6

瓦
質
土
器
椀
,瓦
器
椀
,黒
色
土
器
椀
,

須
薦
果
杯
身

12
後

SD
02
と
道
路
側
溝
を
形

成

SD
04

rt
th
3°
w、

山
6条
10
里
31
坪
,

II
t 
h条
11
阜
6坪
界

坪
界
地
筆
界
よ
り
南
5m

瀬
戸
美
濃
椀
,情
鉢
片

18
後

4

険
出
幅

(c
ln
Ⅲ

娠
仔
株
反

(c
m)
険
出
延
長

(m
)
出
土
遺
物
等

時
  
期

備
考

面 号
図 悉

漬
構
番
号
調
査
区
流
路
方
向
検
出
位
置
(坪
番
号
)
現
況
坪
界
線
と
の
隔
た
り

SD
02
4区
m1
0Ψ
 E
l
4条
16
里
14
・
 1
5'
扉
界
水
路
よ
り
東
6m

須
恵
器
杯
身
・
杯
蓋
片
,弥
生
上
器

SD
05
の
東
6m

SD
03
4区
rN
15
°
EⅢ
ぞ阜
4参
鷺
16
週
巳
14
。
 1
5'
平
坪
界
水
路
よ
り
東
10
m

60
須
恵
器
杯
身
片

11
'1
2

め
02
の
東
4m
)

SD
04
4区
十N
78
°
い
呑
4条
16
里
■
・
14
坪
界
坪
界
溜
池
堤
防
に
重
複

84
.0

須
恵
器
杯
片
,土
師
器
杯
片
ぅ
亀
山
焼

審
貯
.言
界
統
片

8～
10

13
ヘ
ン
14

2時
期
の
掘
り
直
し

3

SD
05

4区
N1
0°
■ヽ
香
4条
16
里
14
・
15
斗
界
`7
ラ

ミ
フI
c 
Pt
t 
t工
[
目
え層

55
0

不
剛

]磁
器
細
片

濱
構
碁
号
調
査
区
流
路
方
向
検
出
位
置
(坪
番
号
)
現
況
坪
界
線
と
の
隔
た
り
凍
出
鴨

(c
m)
残
存
深
度
rc
mⅢ

検
出
延
長
(m
)
出
土
遺
物
等

時
  
期

備
考

面 号
図 碁

SD
01

2区
rN
10
°
EⅢ
2

16
斗
甲
刃
坪 一 坪

よ
り
西
23
m

よ
り
西
19
m

25
C

顧
業
杯
善
・
サ
片
。
■
印
奉
称
片

15
0

r1
5m
ヽ

11
～
12

踊
坪
界
の
西
23
m地
点

畦
畔

2区
nヾ
lo
°
ビ
2
こ
16
里
16
斗
甲



― ド 〕 〕 ―

山
7条
12
里
9

7条
12
里
11

山
7条
12
里
11

よ
り
南
60
.9
m

7条
12
里
12

坪
界
地
筆
界
よ
り
東



‐ ‐ Ｎ Ｏ Ｏ Ｉ Ｉ

漬
構
碁
号
調
査
区
流
路
方
向

II
●
出
怖
置
(坪
番
号
)
現
況
坪
界
線
と
の
隔
た
り
険
出
幅
(c
m)

残
存
深
反

(c
m)
僚
出
延
長

(m
)

出
上
遺
物
等

時
  
期

備
考

向 号
図 番

SD
03

1.
2区
NO
°
Rヽ

香
1条
17
昼

香
1条
17
昼

28
,2
1,
16
。

27
.2
2,
15
坪
界
坪
界
道
路
よ
り
西
14
m

r1
80
Ⅲ

r4
5
r2
67
.4
ゝ

7後
～
8

1

SD
04
西

1区

σ
9ψ
E)
香
1条
17
里
28
,2
1・

香
1条
17
里
27
.2
2坪
界
坪
界
道
路
よ
り
西
16
m

r1
06
.0
ヽ

7終
～
8

2

SD
04
南

rN
82
 
Ψ
Wヽヽ
呑
1条
17
里
21
坪
中
線

中
繰
獨
顧
E繰
よ
り
】
ヒ
18
.5

r5
.6
Ⅲ

SD
05
西

1.
2区

σ
9°
⊃
香
1条
17

ヨ
阜
1う
ζ
17

21
,1
6・

22
.1
5坪
界
坪
界
道
酪
よ
り
西
16
m

r3
5
r1
38
_0
ヽ

7後
～
8

4

SD
05
】
ヒ

rN
87
°
n

17
望
21
斗
甲
稼

中
り
】
ヒ
16
m

r2
0｀

SD
06

1区
繭

27
・
28
'十
ク
ト

)西
7m

rl
lo
ゝ

r2
2

r3
4.
6Ⅲ

SD
07
‐
1
1区
繭

21
.2
2夢
子
ワ
早

り
図
巨
17
m

r4
2.
ω

SD
07
‐
2
1区
櫛

1
12
1・
28
'半
ワ
ト

り
西
13
m

r7
0

r2
0

r1
6.
6ヽ

7終
～
R

８ ９

SD
07
‐
2

rN
75
~W
ゝ

1
21
 '
28
コ
平
ワ早

通
路
よ
り
雨
21
m

r8
0

(2
Cl

SD
09

1区
N8
0°
Wヽ

|
21
 ・
28
Ⅲ
子
ワ早
中

r3
0

SD
10

1区
rN
M°
nl

21
 ・
28
Ⅲ
子
ウト
中
内
ロ
ヰ
将
箆
オ
 
め
J「
19
ヽ

rl
oo
ヽ

r5
_4
ヽ

SD
21
1区
繭

21
 ・
28
'半
ウ
ト
呼
消
路
よ
】
ヒ
6m

r5
0｀

7

SD
29

1区
繭

16
・
21
】
半
界
坪
壕
道
路
よ
】
ヒ
22
m

SD
30

1区
繭

16
・
21
'半
界
坪
界
道
路
よ
舅
ヒ
20
m

r7
0｀

r6
.3
封

7
～
8

SD
33

1区
rN
69
°
Wヽ
香
1条
7里
16
。
21
界
坪
界
道
路
よ
り
南
19
m

r7
0｀

r1
2.
0｀

7つ
唸
～
8

SD
34

rN
80
°
n
香
1条
7里
16
・
21

坪
界
道
路
よ
り
】
ヒ
22
m

(1
20

r5
.6

7つ
登
～
8

SD
35

rN
80
°
Wヽ
香
1条
7里
16
・
21

坪
界
道
路
よ
り
北
20
m

r5
r3
.6

7後
～
8

SD
3こ

rN
77
°
nl
香
1条
7望
16
'半
「
F

穏
足
繰
よ
り
北
24
m

～
R

SD
37
2区
櫛

1
7
16
斗
甲
線

り
房
ヒ
24
.5
r1
20

r6
.0
ヽ

SD
43

2ヌ
lN
77
°
Wヽ

16
畔
甲
線

中
繰
獨
販
置
繰
よ
り
北
24
.5

r2
s

2条
17
里
9・



― や ｏ い ―

遺
構
番
号
調
査
区
流
路
方
向
検
出
位
置
(坪
番
号
)
現
況
坪
界
線
と
の
隔
た
り
検
出
幅
(c
m)
娠

「

深
反

(c
m)
険
出
延
長

(m
)

出
土
遺
物
等

障
 H
R

信
考

図
 
面

釆
 
暑

SD
09

2区
rN
20
ψ
 E

12
里
23
坪
中
綴

24
m

r4
0ヽ

12
-1
6

1

rS
D1
01

2区
rN
6°
Eヽ

12
早
23
坪
中
綴

r1
60
ヽ

恵
器
鉢
庇
部
片

12
-1
6

rS
D1
6ヽ

5区
rN
10
°
E

と
12
里
23
坪
中
線

り
易
こ
34
m
r1
60
ヽ

r6
ヽ

12
～
16

rS
D1
8ヽ

5医
rN
80
°
Wヽ

12
早
23
"子
r口
糸
泉
坪
ヲ
R消
路
よ
り
北
20
m

r4
0ヽ

r7
.2
尚

12
～
16

4
霞
訴
・
率
T寺

遺
構
番
号
調
査
区
流
路
方
向
検
出
位
置
(坪
番
号
)
現
況
坪
界
線
と
の
隔
た
り

検
出
幅

(c
rl
l)

残
存
深
度

(c
コ
n)

険
出
延
長
rm
Ⅲ

出
十

遺
物

等
時
  
期

倍
考

画 号
図 碁

SD
01

上
区
N9
Ψ
E
塗
10
条
12
里
31
斗
甲
繰
甲
繰
興
慧
こ
繰
よ
り
西
4m

82
0

十
BI
m器
万
TヽR
.狛
魚
器
称
苔
。
林

8刊
ヒ
牽己
に
朝
己
肖
u

SD
02

I区
N8
0°
W
香
lo
条
12
里
30
・
31
坪
界
坪
界
地
筆
界
よ
り
北
7m

87
0

25

土
師
器
小
皿
,上
師
器
杯
・
甕
,須
恵

器
喜
片
.後
鎌

8世
紀
に
掘
削

Rn
fj
3>
同
一

SD
03

I区
N8
0°
W
香
10
条
12
里
30
'3
1坪
界
坪
界
地
筆
界
よ
り
北
2m

20
0

須
恵
器
杯
・
底
部
片

8世
紀
に
掘
削

SD
02
と
同
一

3

SD
04

I区
N8
0°
W
香
10
条
12
里
30
・
31
坪
界
坪
界
地
筆
よ
り
】
ヒ
5.
5m

lC
lt
l

25
上
師
器
甕
,
須
恵
器
杯
蓋

8
4

SD
09

Ⅱ
区
N8
0°
W
香
lo
条
12
里
31
坪
中
線
中
線
想
定
線
L

70
32
.2

上
師
器
小
皿
,須
恵
器
杯
蓋
・
杯
身
・

円
面
祠
等

8

SD
10
H区
N8
0°
W
香
10
条
12
里
31
坪
中
線
中
線
槻
定
線
「

16
0

土
師
器
皿
・
把
手
付
甕
,須
恵
器
杯
蓋

・
杯
身
_面
暫
十
采
統

8

SD
ll

N2
12
早
31
坪
中
繰

「
R0

勇
上
Bm
l器
杯
・
相
手
付
奪
.須
黒
器
杯
.蛸
重
8

SD
12

N2
12
塁
31
坪
中
線

r
80

SD
19

N2
29
E

12
里
31
坪
中
線

よ
り
東
10
m

10
0

SD
2C
l

N2
2°
E
10
条
12
里
31
坪
中
線

よ
り
東
7m

rl
lo
Ⅲ

rl
働

17
´
V

8

SD
21

Ⅳ
区
困
80
°
Wヽ
香
10
条
13
里
6・
7坪
界
坪
界
想
定
線
上

5
12
～
16

SD
22

Ⅳ
区
台ヾ
7h
°
Wヽ
香
10
条
13
里
6・
7坪
界
坪
界
想
定
線
上
よ
り
北
3m

14
0

5
瓦
質
土
器
椀

12
～
lh

SD
23

Ⅳ
区
rN
78
°
Wヽ
香
10
条
13
里
7坪
中
線
中
線
想
定
線
よ
り
南
15
m

17
0

5
石
臼
Lr

SD
24

Ⅳ
F
6」
14
°
Rヽ
香
10
条
橘
軍
7坪
中
線

中
綿
相
宰
細
止
め
賣
7m

lR
n

3.
5
弄
二騒

種
胃

渡
綾
碁
丹
調
杏
ヌ
滞
酪
方
向
検
出
位
置
(坪
番
号
)
現
況
坪
界
線
と
の
隔
た
り
僚
出
帽
(c
ln
)

残
仔
株
反

(c
ln
)

一鱗 ω
出
土
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Ⅳ
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里
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玄
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条
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・
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10
条
18
里
27
・
28
坪
界
坪
界
道
路
よ
り
西
21
m

lo
条
18
里
27
・
28

10
条
18
里
27
・
28

― や ｏ ヽ ―
遺
構
番
号
調
査
区
流
路
方
向
検
出
位
置
(坪
番
号
)
現
況
坪
界
線
と
の
隔
た
り

検
出
鴨

(c
tt
n)

残
存
深
反

(c
m)

険
出
延
長
(m
)
出
上
遺
物
等

時
  
期

備
考

面 号
図 番

SD
01
96
-1
区
十N
77
ψ
Wヽ
香
10
条
18
望
34
坪
甲
繰
斗
界
這
路
よ
り
東
12
m

r2
00
ヽ

SD
41
96
‐
I区
(N
RO
°
W
香
10
条
18
里
34
坪

香
10
条
19
里
3坪
界

坪
界
道
路
よ
り
北
18
m

K7
5)

oO
.5
)

SD
55
96
‐
I区
rN
12
°
EⅢ
香
10
条
18
里
34
坪

1髯
弱譴
中
線
想
定
線
と
重
複

25
0

r4
0

3
SD
67
96
‐
I区
IN
RO
°
W
香
lo
条
18
里
34
坪
線
中
繰
灸
曇
足
線
よ
り
雨
5m

4
SD
01
97
‐
I区
N1
5°
E
香
10
条
18
里
34
・
35
坪
界
斗
界
地
筆
界
よ
り
占
2m

24
0

青
磁
碗
ぅ
土
師
器
鉢

13
後

SD
02
97
-I
区
い
15
°
Eヽ
ぞ
ξ
10
ヨ
鷺
18
望
34
・
35
〕
十
ワ
ト
坪
界
地
筆
界
よ
り
東
lm

13
後

SD
03
H区
「
N1
0°
Eヽ
香
lo
条
19
里
2・
3坪
界
坪
界
道
路
よ
り
東
2m

r6
2

13
つ
奄

SD
04
H区
N1
3°
Eヽ
10
9磁
19
日
22
夕
子 「
ロ

25
m

r7
6

8
SD
06
 
Я
邑
H区

10
窃
鷺
19
里
1・
2)
平

r3
2
黒
色
土
器
碗
,上
師
器
小
皿
,上
師
質
12
中

SD
06
南

II
区

10
令
駐
19
早
2'

り
】
12
5m

r3
6
土
釜

1

SD
08

II
区

10
条
19
里
2'

よ
り
】
ヒ
9m

r4
8
黒
色
土
器
椀
片

11

SD
09

II
区

10
条
19
里
1・
2坪
界
坪
界
地
筆
界
よ
り
東
2m

SD
10
H区

10
条
19
里
Ⅲ
2坪
界
坪
界
地
筆
界
よ
り
東
4m

小
皿
片

12
中

SD
12

Ⅲ
区

香
10
条
19
里
11
坪
中
線
甲
繰
狙
惹
Ξ
線
よ
り
東
3m

r3
2ヽ

SD
14

Ⅲ
区

香
10
条
19
里
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,1
2坪
界
坪
界
地
筆
界
よ
り
西
7m

r3
40
ヽ

SD
15

Ⅲ
区

香
lo
条
19
里
11
■
2坪
界
坪
界
地
筆
界
と
重
複

r3
60
ヽ

12
～
16

眉
18

SD
16
】
比

II
I区

香
10
条
19
里
2・
■
坪
界
坪
界
里
道
と
重
複

r4
4ヽ

SD
l`
西

II
I区
rN
15
 
ψ  
Eヽ
香
10
条
19
里
11
坪
中
線
甲
綴
態
月
E繰
よ
り
東
3m

r1
60
ヽ

r4
.8
ヽ

SD
17

Ⅳ
区
r、
H3
ψ
R、
杏
10
袋
19
単
必
詑
h拌
界
坪
界
地
筆
界
と
重
複

20
0

r8
5ゝ

上
層
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山
5条
15
里
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・
30

山
5条
15
里
19
。
30

山
5条
15
里
29
・
30

山
5条
15
里
19
。
30

山
5条
15
里
19
。
30

山
5条
15
里
19
,3
0

山
5条
15
里
19
・

山
5条
15
里
19
。
30

Ｉ Ю ｏ 『 ―

山
4条
16

4身
蔦
16
塁
11
4・
23

4条
16
里
23
坪

4条
16
里
23



遺
構
番
号
調
査
区
流
路
方
向
検
出
位
置
(坪
番
号
)
現
況
坪
界
線
と
の
隔
た
り

険
出
幅
(c
m)
残
存
深
度
rr
m、
検
出
延
長
(m
)
出
土
遺
物
等

時
  
期

備
考

面 号
図 悉

SD
70
1
V・
Ⅵ
区
N8
8ψ
W
山
4条
16
里
14
。
23
坪
界
呼
界
地
割
よ
り
,百
24
m
01
0)
K2
20
)
K2
40
)
土
R頭
器
椀
,黒
色
上
器
,瓦
器
椀
8～
12
後
最
下
層
8世
希
じ

一
部
北
ヘ
コ
字
状
に
張
出

SD
70
2
V区

N8
7°
E
4う
鷺
16
畳
11
4・
23
)半
ウ
ト

地
害
Wよ
24
m

`π

3ヽ
r1
02
Ⅲ

t須
恵
器
杯
・
皿
9後

SD
71
5
V・
Ⅵ
区
N8
8°
E
4条
16
里
14
・
23
'半
ち
早
坪
界
II
W割
I点
24
m

r2
36
ヽ

r2
2R
ヽ

土
師
器
皿
.須
恵
器
杯
9後

lo
初
最
終
輝
滑

― や ｏ ∞ ―

遺
構
番
号
調
査
区
流
路
方
向
検
出
位
置
(坪
番
号
)
現
況
坪
界
線
と
の
隔
た
り

検
出
幅
rc
mⅢ

残
存
深
反

(c
m)
隙
出
延
長

(m
)
出
土
遺
物
等

時
  
類

備
考

面 丹
図 丞

SD
01
B区

V8
0°
W
8条
2望
34
 p
F

里
区
画
溝

r1
5い

12
5Ⅲ

1

SD
02
B区

N8
0°
W
8条
2里
34
坪

r5
ヽ

8～
12

14
″
日
一

SD
03
B区

N1
0°
E
山
8条
2里
34
坪

r2
o、

r5
ヽ

SD
04
B区

N1
0ψ
E
山
8条
2里
34
坪

登
画
溝

rR
Oヽ

r5
ヽ

19
>l
al
一

4

SD
06
B区

了
10
°
E
山
8条
2里
34
坪

こ里
区
画
溝

r2
0ヽ

へ
,1
,

5

SD
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'区

∬
70
°
W
山
8条
2里
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・
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ヒ
5m
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0
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W
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ヒ
4m
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7
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J

【
り
,ヒ
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m
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ヽ

r4
ヽ

傷
ヽ

8
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D優
r1
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E
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8条
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里
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坪

よ
り
粟
65
m

r2
0ヽ

r5
ヽ

SD
15
D区

N1
0°

山
8条
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望
27
斗
甲
腺

ll
16
m

26
ヽ

r5
ヽ

8～
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SD
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里
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斗
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コ
繰
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濫
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調
査
区
流
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方
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検
出
位
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番
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)
現
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坪
界
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と
の
隔
た
り

検
出
幅
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Ⅲ

残
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深
反

(c
m)

検
出
延
長

(m
)
出
土
遺
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等
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期

備
考

画 号
凶 番

”
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９

1～
5区
(N
14
～
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°
Eヽ

山
1条
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27
坪
中
線

中
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想
定
IF
tよ
り
山
も
m
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～
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26
4-
12
須
恵
器
,上
師
器

8

SD
10
1～
5区
餌
80
°
り
山
1条
7里
21
・
28
坪
界
坪
界
想
定
線
よ
り
北
4m
30
-5
0

須
恵
器
高
台
付
杯
身

8後

SD
13

佃
Rf
j°
Wn
山
1条
7里
21
・
28
オ

坪
界
想
定
線
よ
り
南

土
師
器

SD
16

十N
74
 
ψ  
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山
1条
7里
22
・
27
坪

坪
界
想
定
線
よ
り
南
15
m

狛
黒
器
林
身
・
奪
.■
日

8～
9前

4

SD
17

rN
74
°
n
山
1条
7里
22
・
27
坪

坪
界
想
定
線
よ
り
南
18
m

須
恵
器
高
台
付
杯
身
,上
師
器
皿
9

RD
lR

N7
0ψ
 n
山
1条
7里
22
・
27
坪

坪
界
想
定
線
よ
り
南
25
m

須
恵
器
杯
身

9



凡
例
:1
.条
里
関
連
遺
構
と
し
て
抽
出
し
た
の
は
,概
ね
現
地
表
面
で
読
み
と
れ
る
条
里
坪
界
線
(現
行
の
道
路
,水
路
,畦
畔
,地
筆
界
等
)に
重
複
ま
た
は
平
行
す
る
古
代
以
降
の
溝
状
遺
構
(一
部
水
田
畦
畔
,

道
路
遺
構
を
含
む
)で
あ
る
。

2.
遺
跡
は
,本
報
告
第
1部
第
2章
第
2節
に
掲
げ
た
比
定
地
周
辺
遺
跡
地
名
表
の
う
ち
,分
類
区
分
B:
条
里
関
係
遺
構
を
含
む
遺
跡
に
該
当
す
る
も
の
で
,遺
跡
番
号
も
比
定
地
周
辺
遺
跡
地
名
表
に
従

つ
て
い
る
。

3.
本
表
中
の
計
測
値
(流
路
方
向
,検
出
幅
,残
存
深
度
,検
出
延
長
)の
表
記
に
関
し
て
は
,で
き
る
だ
け
調
査
報
告
書
等
に
公
式
に
記
載
さ
れ
た
数
値
を
用
い
た
。
本
表
作
成
の
た
め
に
新
規
に
計
測
し

た
数
値
に
つ
い
て
は
( 
)書
き
に
て
表
記
し
た
。
な
お
,「
現
況
坪
界
線
と
の
隔
た
り
」
の
数
値
は
す
べ
て
本
表
作
成
に
あ
た
っ
て
計
測
し
た
も
の
で
あ
る
。

4.
空
港
跡
地
遺
跡
に
つ
い
て
は
現
地
割
が
条
里
に
沿
つ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
,周
辺
部
の
地
表
面
条
里
を
延
長
し
た
坪
界
想
定
線
を
基
準
と
し
て
条
里
遺
構
の
抽
出
を
行
つ
た
。
こ
の
結
果
,条
方
向
に
つ
い

て
は
現
市
道
多
肥
林
線
に
一
致
す
る
山
田
郡
7条
10
里
1・
2坪
界
を
基
準
と
し
て
概
ね
11
0m
の
等
間
隔
に
坪
界
線
が
復
原
で
き
た
。

5.
条
里
遺
構
か
否
か
の
判
断
は
,次
に
よ
る
現
行
坪
界
線
と
の
位
置
関
係
を
基
準
と
し
た
が
,下
記
の
条
件
か
ら
外
れ
る
も
の
に
つ
い
て
も
適
宜
搭
載
し
た
。

(1
)現
行
坪
界
線
と
重
複
ま
た
は
一
部
重
複
し
て
平
行
す
る
溝
状
遺
構
。

(2
)現
行
坪
界
線
か
ら
予
想
さ
れ
る
条
里
坪
中
線
に
一
致
ま
た
は
一
部
一
致
し
て
平
行
す
る
溝
状
遺
構
。

(3
)現
行
坪
界
線
ま
た
は
条
里
坪
中
線
と
概
ね
1l
m以
内
の
距
離
で
平
行
す
る
溝
状
遺
構
。

(4
)上
記
(1
)～
(3
)に
該
当
す
る
溝
状
遺
構
と
対
応
し
て
道
路
側
溝
等
を
形
成
す
る
と
思
わ
れ
る
溝
状
遺
構
。

(5
) 
た
だ
し
,空
港
跡
地
遺
跡
に
つ
い
て
は
広
域
の
調
査
に
よ
っ
て
遺
構
分
布
の
把
握
が
他
遺
跡
よ
り
容
易
な
こ
と
と
,坪
界
想
定
線
が
現
況
の
地
割
に
よ
ら
な
い
不
確
定
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮

し
て
,方
向
が
一
致
し
て
い
れ
ば
坪
界
想
定
線
か
ら
1l
m以
上
離
れ
た
遺
構
で
あ
つ
て
も
条
里
関
連
遺
構
と
し
て
抽
出
し
て
い
る
。

6.
本
来
,条
里
坪
界
線
に
関
係
す
る
遺
構
と
し
て
は
溝
状
遺
構
以
外
に
も
柵
列
,掘
立
柱
建
物
(配
置
方
向
),
水
田
畦
畔
,
道
路
遺
構
等
が
想
定
で
き
る
が
,資
料
操
作
が
煩
維
と
な
る
た
め
こ
こ
で
は
溝
状

遺
構
と
一
部
の
畦
畔
(溝
状
遺
構
と
至
近
距
離
で
平
行
す
る
も
の
)に
と
ど
め
た
。
道
路
状
遺
構
に
つ
い
て
は
溝
状
遺
構
の
備
考
事
項
と
し
て
末
尾
に
記
し
た
。

7.
遺
構
番
号
に
つ
い
て
は
,報
告
書
刊
行
済
み
の
も
の
に
つ
い
て
は
報
告
書
の
記
載
に
よ
り
,来
刊
の
も
の
に
つ
い
て
は
概
報
,年
報
等
で
き
る
限
り
刊
行
物
の
遺
構
番
号
を
用
い
た
が
,中
に
は
(特
に
高

松
市
教
育
委
員
会
の
調
査
に
よ
る
も
の
に
つ
い
て
は
)一
時
的
な
仮
番
号
に
よ
つ
た
も
の
も
あ
る
。

3.
遺
構
の
時
期
に
つ
い
て
は
,世
紀
単
位
の
暦
年
で
表
示
し
,出
典
資
料
中
に
古
代
,中
世
,近
世
と
記
述
し
て
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
8～
12
世
紀
,1
3～
16
世
紀
,1
7～
19
世
紀
を
当
て

た
。

Ｉ 導 ０ １
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第 86図 空港跡地遺跡条里遺構配置図 (奈良・平安時代 )
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1 方向について (第 26表 )
発掘調査された遺跡を分布と古代の郡界の位置からA～ Fの 6グループに分け,各グループごとに

検出された溝状遺構の方向を,復原条里の方向からの振れによって,重なるもの (5度以内),少 し

外れるもの (6～ 10度 ),大きく外れるもの (10度 より大)の 3グループに分け,その割合を時代

間で比較した。

その結果ぅ

1類 :重なるものの割合が古代から中世,近世・近現代へと順次下がつていくもの (D,

2類 :重なるものの割合が中世で最も高く,古代,近世・近現代へと順に下がつていくもの

3類 :重なるものの割合が中世で最も高く,近世 。近現代,古代の順に下がつていくもの

E)

(A)

(F)

4類 :中世に重なるものがなく,その割合が近世 。近現代 ,古代の順に下がるもの (C)

5類 :重なるものの割合が古代,中世,近世 。近現代で同じ (100%)で あるもの (B)

の 5類に分かれた。復原条里の方向が主に現代の地表の地割 りから復元されたものである以上 ,重

なるものの割合が近世 。近現代から,中世,古代へと下がつていくことも想定されたが,結果はそれ

とは異なるものであり,む しろ正反対のものが認められた (1類 )。 これは復原条里が古代の条里と

相似であることを示すものである。加えて,これは古代の条里地割の実施を明らかにすると共に,高

松平野の条里地割の骨格が古代に完成されていたことを示すものである。しかし,その後の地割の展

開に 1類～ 5類の別が認められる点は,高松平野の開発が古代後半 (平安期)以降は統一的に行われ

ることはなく,地域毎の展開であつたことを示している。なお,山田郡一香川郡界に隣接して,山田

郡側にAoCグ ループ,香川郡側にB・ Dグループが分布するが,古代において山田郡側グループの

条里地割の方向に重なる溝割合が,香川郡のグループより低い。また,香川郡側のグループの中では

鬼無藤井遺跡等の Fグループの重なりの割合が,他より低い (山田郡の Cグループに近い)。 郡界か

ら離れる程度に従つて地割方向の精度の下がることも推測されるが,条数を同じくするそれより南方

のEグループの溝方向では,条里方向に重なるものが殆どであり,推測の不適当であることがわかる。

中世 ,近世・近現代では,地割方向の重なり度は逆転する。Fグループの方が高くなるのである。地

割方向の決定過程を明らかにすることは困難であるが,マスタープランと実施プランの二重構造が古

代以来存在したことは明らかであり,それが古代後半の開発の個別性と複合して地割を複雑にしてい

るのである。なお,条里地割 りの方向から大きく外れる検出溝は,古代で 11.4%,中世で 17.6%ぅ

近世 。近現代で 14.4%であつた。

2 位置について (第 27表 )
i 位置の同定作業
発掘調査で検出された遺跡を分布と古代の郡界の位置からA～ Fの 6グループに分け,各グループ

ごとに検出された溝状遺構の位置を復原条里上で検討 し,時代間,グループ間で比較 した。なお第

27表は検出された溝の内,その方向が復原条里の方向に対して± 5度以内のもの 276(坪内小区画溝

は含んでいない)の坪内の位置関係を坪界,中線,半折,長地,半長地を目盛 りにした,いわば「坪

定規」上の位置を示したものである。中線は坪の中心を通るラインに,半折は坪を 5分割したライン

に,長地は坪を 10分割したラインに,半長地は坪を 22分割したラインに重なる溝である。目盛り上

では半長地の 19分の 9が中線,半折 ,長地に,また長地の 9分の 5が中線ぅ半折に重複するが,中

線)半折,長地 ,半長地の順で同定した。なお一坪には 110m四方の規格を設定している。

1) 中線・半折・長地・半長地について
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中線はA,E,Fグ ループにだけ認められる。
Aグループでは,古代の条界方向の中線 1本 と条界方向の半折 3本が検出されているが,これは坪
内区画としては両立しない。但し坪が異なる上に,半折が検出された坪 7条 10里 16坪 ,7条 10里
24・ 25坪 ,8条 10里 2坪では中線は検出されていない。従つて,坪によっては中線に溝が設けられ
ない,坪内区画の方向が坪によっては 90度振れる,と いうことであれば,Aグループ古代での坪内
区画に不適当なところはない。中線と半折がセットで検出されていない場合,半折は長地区画に,あ
るいは半長地区分に該当するものである可能性もある。しかし隣接する溝群で長地区画の関係にある

ものはなく,半折区画の関係にあるものが一カ所 (8条 10里 1・ 2坪)で見つかつていること,条界
方向の SD03は 8条 10里 2坪を半折区画に従つて 3分の 2の区問北流し,ク ランク状の屈折を経た
後は半長地区分に従つて北隣の 11坪 に延長されていること,こ のような状況から,現状では半折区
分に従う溝のいくつかは,長地 ,半折のような坪内土地区画には知られていない,幅 5.5mの区分
(半長地)に従つた溝である可能性がより高いのである。それはまた同グループの 7条 10里 16坪の

条里方向に従つた,縦横に交わる小区画溝の間隔が半長地になっていることからも推定されるのであ
る。

Eグループでは中世の条界方向の中線 2本 と条界方向の半折 2本が検出されているが,こ れも坪内
区画としては両立しない。中線は香川郡 9条 12里 15坪の 1本と同郡 11条 12里 23坪の 1本である。

半折は同郡 11条 12里 23坪の 1本と同郡 18条 12里 18坪の 1本である。同じ坪で方向を同じにする

中線と半折区画が共存する。また精度を落とすと (坪界より 20m北の東西溝を半折区画に従つたも
のとすると),中線と組になる半折 1本を想定することもできる。中世になって半折区画が崩れたこ
とが想定されるのである。

Fグループでは近世の条界方向の中線 1本と条界方向の半折 生本が検出されている。これも坪内区
画としては両立しない。中線は香川郡 10条 18里 8坪の 1本 ,半折は同郡 10条 17里 30坪の 1本で
ある。近隣に位置するが坪を異にしている。土地区画の方向が坪間で異なつていたとすれば,不適当
ではない。

2)郡 界・条界・坪界について
山田郡―香川郡の郡界に重なる古代の溝が,Cグループで検出されている。山田郡 9条 12里 12坪
の西界にあたる。

香川郡 14里の 1-2条界に重なる溝が,Bグループで検出されている。
香川郡 1条の 13-14里界に重なる溝が,Bグループで検出されている。

� 全般的傾向
復原条里の方向との差が± 5度以内の 276の溝の内 (坪内小区画溝は含んでいない),郡界が 0,4
%,坪界 (条界 1,里界 1を含む)が 8,3%,中線が 3.3%,半折が 10.5%,長地が 7.2%,半長地
が 22.1%,地割,坪内区画に重ならないものが 48.2%を 占める。
〔注目される事項〕

①長地区画に従う溝の低率

坪内区画の内ぅ本来多数を占めるであろうと予測される長地の割合の低いことがまず注目される。

しかも古代では僅か 2本で長地総数の 10%で ある。中世で 12本 ,近世 。近現代で 6本となっている。
坪内区画との同定作業では中線,半折,長地,半長地の順で決定したことから,中線・半折に長地溝
の幾つかは吸収された可能性はあるが,一方半長地溝の幾つかは長地溝に吸収された可能性があるこ
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と,半長地は他の区画溝と重なるにもかかわらず高率であること)長地区画の関係にある溝群は Fグ
ループ lo条 18里 2坪の中世の一例だけであることから,古代の長地区画の少なさは本来それがなか
つたことを示すものかもしれない。少なくとも検出された溝がすべて水利に関与したことを想定する

と,長地区画は水利とははなはだ関連性の希薄なシステムとなる。
②半長地区分溝の高率

半長地の高率も注目される。坪内区画の未検出のBグループ,半折区画の明瞭なEグループを除く
と,その傾向は各時代,各グループに通有であるが,特に古代において顕著である。複雑な地形 ,分
散する耕地群 ,小地域単位の水利を想定した場合 ,耕地経営の水利に関しては,この半長地区分の溝
は適合的である。先に見たAグループ 8条 10里 2坪の古代の溝 SD03は 半折区画の溝と半長地区分
の溝がクランク状の屈折部で結合したものであった。同様の溝の構成は同グループの 7条 10里 24。
25坪の古代溝群 SD8・ 45・ 46で も認められる。半長地区分が半折区画のサブシステムであったこと
も想定する必要がある。

③地割,坪内区画に重ならず,しかも条里方向に従う溝が半数に上ることも注目される。半長地溝
の多さに関連する事象であろう。

� 時代 。地域の傾向
溝数が極端に少なく,統計上その数値に意味が求めにくい地域を除くと,比較対象はA,Fの 2グ
ループ間の比較となる。

Aグループでは条界方向において古代 ,中世,近世 。近現代の順で復原条里地割ぅ坪内区画との重
なる割合が低 くなる。古代で 61.5%で ある。里界方向でも同じであるが,中世と近世・近現代の割
合が近づく。条界方向と里界方向で復原条里地割 ,坪内区画との重なる溝数はほぼ同数であるが,古
代では,条界方向が里界方向の 2倍以上となっている。
Fグループでは条界方向において検出溝の復原条里地割,坪内区画との重なる割合は,中世と近世
。近現代が 50%,古代が 37.5%と ,古代が低 くなっている。里界方向では近世・近現代 ,古代 ,中
世の順に下がる。条界方向と里界方向の間で復原条里地割ぅ坪内区画との重なる溝数を比較すると ,
里界方向が条界方向の約 60%に なっている。近世・近現代が 3分の 2に ,中世が半分以下となって
いるのが主因である。古代ではほぼ同数である。重なり率で比較すると古代 ,近世 。近現代では両方
向間に差が無 く,中世で里界方向が 40%低減しているのである。中世で大きな変革が認められる。
なお溝総数は中世が 74,近世・近現代 35,古代 30で ある (第 26表 )。
以上,復原条里における検出溝の位置を 2グループで比較した。復原条里が高松平野の地割の基本
であり,古代以来のものであることが確認される。ところが,各時代でも,グループ内での変遷でも
グループ間に差が顕著である。Aグループでは中世の変化を近世・近現代が継承している。 Fグルー
プでは中世で大きな変化があり,近世 。近現代にも変化するが,近世 。近現代の変化の方向性はむし
ろ古代への接近を示すものとなっている。この高松平野の条里地割の展開は,先にみた復元条里の方
向と検出溝の関係から想定された展開に地域差を認める点で同じものであり,さ らにその内実を示す
ものである。なお,Fグループの中世の大きな変化は,その西方に位置する勝賀山城や佐料の城館を
築いた香西氏の支配による再開発を想定させるものであるかもしれない。
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∩

１

舛

８

〔

2 3 0 0

中世  4 0 0 3 0 0

近世  3
粁 襴 代

3 0 0 0 0 0

D

松 縄

キモンドー
蛙股
天満宮西
井出東 I

口ζt馬   23 9 12 0 0 1

中世  2 1 0 0 0 0

近世  2
析 襴 社

0 2 0 0 0 0

D

上大秤

西ハゼ土居

吉代   3 2 1 0 0 0 0

中世  3 0 2 0 0 0

近 世   7
子 Tg件

2 1 3 0 0

白 尾 古代   6 0 2 3 0 0

中世   0 0 0 0 0 0 0

近世  0
子 襴 件

0 0 0 0 0 0

E

甲岡四汗叫
正箱薬王寺
死塚

古代   6 1 5 0 0 0 0

中世  17 6 4 3 2 1 1

近世  7
析 襴 代

2 2 0 1 2 0

F

兇 恭騰 升

西打
香西南西打
筑城城跡

苗 代 ２５

∩

８

ｒ４

11

rl、

0 1 5 0

中世  74 40 29 2 0 2

更三型主   35
析Л代

18 12 1 0 4 0

※

※

南北線は条界方向 東西線は里界方向を示す
従は± 5度以内 準は± 10度以内 非は± 10度より大の振れを示す
()の数字は外数で ,中線 ,半折,長地 ,半長地に含めない坪内小区画溝数を示す

第 26表 発掘調査検出溝の方向と復元条里の関係
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地域
r地割 り方向ヽ

時期
該当溝数

坪界 中線 区 画 ク
゛
ルーフ
°

半折 長地 半長地
空港跡地
一角

宮西 。一角

(条界方向)

古代  13 0 1 3 0 4 A

中世  17 0 0 3 4

近世  21
折Л代

0 0 2 2 4

空港助地
一角

宮西 。一角

(里界方向 )

古代   3 0 0 3 0 1 A

中世  14 0 3 4

近世  16
祈 翻 代

0 3 3 3

多肥松 杯

松林
日暮・松林
凹原

(条界方向)

百代   1 0 0 0 0 B

甲世   2 1 0 0 0 0

近世   0
析 襴 代

0 0 0 0 0

後肥松林

松林

日暮・松林

凹原

(里界方向 )

百代   0 0 0 0 0 0 B

中世   4 2 0 0 0 0

近世   3
折 媚 代

2 0 0 0 0

さこ・ Jミ池 II

さこ長池
さこ・松ノ木

林坊城

弘福寺北地区
r峯県市由Ⅲ

古代   8 1 0 1 1 4 C

中世   0 0 0 0 0 0

近世   3
→斤I日代

1 0 0 0 1

さこ 。長池H

さこ・長池
さこ松ノ木
林・坊城
小山南谷
弘福寺北地区
r里界方向Ⅲ

百代   1 0 0 0 0 0 C

甲世   0 0 0 0 0 0

近世   0
近現代

0 0 0 0 0

松 縄

キモン ドー

蛙股

天満宮西

井出東 I
r峯只ナ由Ⅲ

苗代   9 0 0 0 4 D

中世   1 1 0 0 0 0

近世   0
折翻代

0 0 0 0 0

松縄

キモンドー

蛙股
天満宮西
井出東 I

(里界方向 )

E耳乍馬    12 0 0 3 0 2 D

中世   1 1 0 0 0 0

近世   2
近現代

0 0 0 0 生
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地域
r地割 り方向ヽ

時期

該当溝数

坪界 中線 区画 ク
゛
ルーフ
°

半折 長地 半長地
上天神

西ハゼ土居

(条界方向 )

古代   2 0 0 0 1 1 D

中世   0 0 0 0 0 0

近世   2
析 編 代

1 0 0 0

上大押

西ハゼ土居

(里界方向 )

百代    1 1 0 0 0 0 D

中世   2 1 0 0 0 0

近世   1
析翻代

0 0 0 1 0

甲間白井坪
正箱薬王寺

死塚

(条界方向 )

百代    1 0 0 0 0 0 E

中世   6 2 2 0 0

近世   2
折 翻 代

0 0 0 0 1

甲間幽升斗
正箱薬王寺
死塚

(里界方向 )

百代    5 0 2 0 0 1 E

中世   4 0 0 0 0

近世   2
→斤モ尉代

0 0 0 0 0

鬼 恭騰 井

西打

香西南西打
筑城城跡
(条界方向)

百代    8 1 0 0 0 2 F

中世   40 4 0 2 5 9

近世   18
折岬代

2 1 1 0 5

兄無藤井

西打

香西南西打

筑城城跡

(里界方向 )

百代   11 0 0 0 0 4 F

中世   29 0 0 3 3 3

近世   12
近現代

1 0 2 2

第 27表 発掘調査検出溝の種類

近世以降

中  世
古  代

| ||

|

|| ||

||   |||

坪
界

半
折

長
地
半
長
地

　

伽

中
線

長
地

半
折半長
地
　
　
翻参

坪
界

坪内区画定規 (Aグループ
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第 2章 古代中世の高松平野

第 1節 高松平野における条里地割の形成
金田章裕

1 高松平野の条里プランとその基準
高松平野の条里プランが第 91図のような状況であつたことは,すでに明確となっているり。その概
要を略述すると次の如くであるり。

讃岐国山田郡の条は東から西へ数詞で数え進み,里は南から北へと数詞で数える。東辺は三木・山
田郡界から始まり,西辺は山田・香川郡界であるがぅ西辺の 9条は坊 (坪 )の区画一列分のみとなっ

ている。里についても 1条～8条は東西に同一数の里が並ぶがぅ 9条のみは 1条～8条の 5里分北側
から1里が始まつており,東側の里よりそれぞれ 5だけ若い里数となっている。坊 (坪)並はぅ各里
の東南隅から始まり西へ数え進む千鳥式である。

山田郡の東西を画する郡界線はいずれも直線であり,後に詳述するように,東側の直線郡界を基準
として,方格の南北線が存在し,郡界線と同様に約 10度東へ傾いた CNlo° ～ 11° E)方位となって
いる。

南海道はこれと直交する状況で東西方向に直線状にのびており,その位置は,丘陵部における切り
通し状の遺構および隣接条里地割の南北幅の延びとして確認することができる°。南海道はまた,山
田郡 1～ 8条の 7・ 8里 ,9条の 2・ 3里の里界線に
も相当する。

各郡東側の直線郡界と直線状の官道である南海道を

基準として,条里地割と条里呼称のいずれもが施工・

編成されている以上のような状況は,基本的に讃岐国
各郡に共通する。つまり,条里プランは各郡とも同一
の原理で編成されたとみられる。

山田郡条里プランの基準となったと見られる三木・

山田郡界は,高松市と三木町の境界の芳尾山 (標高
102,7m)旧版地形図中の芳岡山)東肩とその南側の二

子山 (180,4m)の東肩を結ぶ直線と合致し,第 89図
のような直線状の境界線は,現在も高松市と三木町の

境界線に踏襲されている。南海道の方は,木田郡三木
町の白山 (標高 203m)の南麓と高松平野西端に位置
する旧香川郡 (現高松市)の六ツロ山 (標高 317m)
の北肩を結ぶ直線となっている。後者は六ツロ山と北

側の伽藍山の間の鞍部の峠越地点でもある。

一方,山田郡西端の山田・香川郡境はぅ高松市日山

西側の西コブ山 (標高 116m)の西肩ないし,その南
の実相寺山 (250m)の 山頂を通る直線でありっかつて

はこの直線を軸として高松市と木田郡木太村,香川郡
第 89図  旧三木、 山円郡境
(木田郡十河村、平井町界、昭和 3年

測図  1:25000「 高松南部」 )
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肥

部

太田村・多肥村と木田郡林村・三谷村の境界

線が存在 した (第 90図参照 )。 しかし,北

側の日標物に相当するものは平野中には見当

たらない。この直線郡界は,ほぼN9° Eの方

向を示し,前述の三木・山田郡界に比べ 1度

程度西よりの方位を示していることになる。

その結果 ,山 田郡田図に表現された南北三ヵ

所の弘福寺領のうち,北地区が比定される 9

条 7里付近では,山田香川郡界線に接する同

里東端の坊区画列はほぼ 109m程度の標準的

規模となつているが,北側では次第にこれよ

り広 くなり,南側では逆に狭 くなることにな

る。従つて,山 田郡田図南地区が比定される

9条 4・ 5里付近 ,すなわち旧高松空港西端

付近では,東西幅が著しく狭くなり,80m前
後となる。

2 山田・香川郡境と条里プラン
郡界線と地表で検出される条里プランとの

対応を,さ らに詳細に検討すると第 28表の

ようになる
つ。

山田部東端の三木・山田郡境は N ll° Eの

方向を示し,山 田郡 1条～ 4条の方格の南北

線はほぼこれと等しい方位となつている。そ

の西側の 5～ 8条付近付一帯では,これより

やや西寄 りのNぜ E程度の方位となっている。
一方山田部西端の山田・香川郡界はほぼN9°

Eの方位であり,そ の西側の香川郡 1～ 5条

付近もほぼこれに等しい方位となつている。

第28表  高松平野における条里プランの方
位(東傾斜角度)”対

工
筵
沖
第90図  旧山田・香サII郡境 (木田町木太村・林村・三谷

村と高松市・香川郡太田村 '多肥村との境界、昭

和 3年測図 1:25000「 高松南部」。なお、上図宮西
。

西下所の中間の池が台地、その西方が桜木神社、

東北方が岩田神4■l

５

６

８

９

４

５

７

８

香ナ1旧11'2条界
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第 91図 高松平野西部の条里プラン (金田,1993)
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以上のことを換言すると,山田部東半の春日川以東ではN
ll° Eの方位が,西半の同川以西ではN10° Eの方位が一般

的であり,香川郡の御坊川 (香東川の旧河道)以東付近で

は,N9° Eの方位が卓越していることになる。この単位で全

体に少しずつ方位が異なっていることになる。ただし,さ

らに細かくみればそれぞれの単位の内部に数多 くの皿鯖を

含み,小条里地割区とでも称 し得る小単位の集合であると

いう一般的にみられる状況は,山 田郡・香川郡付近におい

ても同様である
う
。

さらに第 29表によって,こ のような条里プランの南北線

間の東西距離
°
をみると,次のような状況が判明する。山田

郡では東西の 1条分の幅が 650～ 683mとなつており, 1坊

(坪 )分に換算すると,108.3～ 113.8mと なるが,いずれ

の場合も条の界線に相当する径溝は厳密な直線ではなく,

多少の湾曲をしているために場所によってその差が大き

第 29表  山田郡および香川郡東部の 1条分の東西幅

山田部

4条    15里 中央部
1～ 3条  15・ 16里

い。ところが,各条の 7・ 8里界,すなわち南海道沿いで 1～ 6条の平均値を取ると 1条幅が 658.5

m, 1坊 (坪 )の幅が 109.8mとなる。 7・ 8条ではこれより少し平均値が大きく,1～ 8条全体と

しては 1坊 (坪 )分はほぼ 110m程度となる。

第 28表で示したように,春日川東岸付近の 3・ 4条付近でほぼ N ll° E,西側ではN10° E程度の

方位を示しているが,ま さしくその中間の 4・ 5条は,11・ 12里付近では 1条分の東西幅が約 683

mと著しく広 くなつていることが知られる。つまり,4・ 5条付近が北へ行くほど若千広がつた形状

となつていることを示す。

一方香川郡東部では,第 29表のように, 1条～ 4条一帯の 1条分の幅は約 645～ 670m,1坊分
に換算して 107.5～ 117mと なっている。ここでも,個々の湾曲分を除くために 1～ 3条間の 15。 16

里界線上の平均値を求めると, 1条分 655m, 1坊分 109,2mと算出される。香川郡東部の方が一般

値に近似し,山田郡の平均値より方格の一辺が lm程度小さいことになる。香川郡 1条の東西幅は ,

前述のような山田・香川郡界を 1条東辺とした計測であるから,香川郡東部付近の条里プランは全体

としてこの郡界線を基準として成立しているとみなし得ることになる。

3 南海道と条里プラン
南海道と条里プランの関係についても検討しておきたい。

すでに述べたように,讃岐国の平野部における南海道は,山頂・山肩・山麓といつた明瞭な地形目

標を結ぶ直線道として設定されており,また,条里プランの里界線としてその基線となつていること,

やはり直線で設定されている郡界線と直交していることが明らかとなつている
の
。山田郡・香川郡の

部分では,高松平野東南部の三木町白山の南麓と,同平野西南部六ツロ山の北肩を結ぶ直線が古代南

海道の基本ルー トであつたとみられる。近世の南海道は,平野東部と西部では,ほぼこの位置を踏襲

しているが,そ の中間の春日川と香東川間ではやや南側をたどつている。この部分において,旧官道

の遺構と判断される地割列や,台地部分における切り通し状の形状が見られることもすでに述べた。

平成 7年度における第 2次弘福寺領山田郡田図調査事業の一環として,高松市三谷町の旧官道に相

当する部分において発掘調査が実施され,その遺構と考えられる切 り通し・堆積部分が検出された。

1・ 2条 7・ 8
〃 8。 9里界
3条 7・ 8
〃 9。 10里界

4・ 5条 11・ 12
4～ 6条
5・ 6

7条 8
〃 12里界
8 10里中央部

〃 15,16里界
〃 17 。 18

2条 15。 16
〃 17・ 18里界
15。 16里界
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ここではまず,山 田郡・香川郡の部分における南海道についてのデータを整理し,若干の考察を加え

たいり。

(1)南 海道と条里プラン
南海道のルー トは第 92図のように,山田郡の春日川以東と,香川郡の香東川以西では,古代の位

置がほぼそのまま近世以降にも踏襲されているとみられる。第 91図 に概要を示したように,同時に

条里プランの里界線にも相当する。ただし厳密には,山田郡のA地点以東では,吉田川の北側の堤上

を通るためにやや北側の位置であり,香川郡のC地点以西は少し北に湾曲している。従つて,山田部
ではA― A'が ,香川郡では C― C'が条里地割の方向とも完全に合致する直線部分であることにな
る。

そこで,A一 A'の方向を西に延長すると山田・香川郡境ではB地点に達する。一方 C― C'を東
へ延長してもほぼB地点付近に達するが,正確にはA― A'延長地点より若干南よりに向うことにな
る。その理由はA一 A'が正確な東西方向に比べ約 11度西上がり (N79° W)で あり,C― C)が
同様に約 10度西上がり (N80° W)であることにかかわる。B一 C'問つまり香川郡東部の南海道
付近では条里地割の方格線はやや不整形であるが,D地点にある田村神社東側一帯の条里地割の方格
線は,2,500分 の 1図 9上におけるC― C'の延長にほぼ合致するが,A一 A'の延長線とは大きくず
れている。つまり,香川郡東部の古代南海道の位置は,条里地割の方格線との合致を前提として考え
る限り,A一 A'の延長線ではなく,C― C)の延長線上に推定すべきことになる。
推定古代南海道のこのような方位は,推論の基礎に条里地割と合致している部分を使用しているこ

とから当然のことではあるが,条里地割の方位とも同一傾向にある。山田郡A一 A'部分では条里地
割の南北線が前述のように約 11度東へ傾いており (N ll° E),香 川郡 C― C'部分では 10度傾い
ている (N lo° E)か ら,南海道の直線はこれらと完全に直交していることが知られる。条里地割の
方位は,南海道A'一 B間に相当する山田郡西部で約 10度 ,C'一 B間 に相当する香川郡東部で 9
～ 9.5度程度東に傾いているから,A'一 Cう 間の南海道は,厳密な直線ではないことになる。しか
し,すでに述べたように,少なくともD地点付近では,A― A'の延長上ではなく,C― C'の延長
上の直線であつた可能性が高いことになろう。

さて,第 92図および第 91図のように推定し得る古代官道沿いには,かなり明瞭な形で条里地割の

里の区画を復原することのできる部分がある。その部分についてのみ,推定南海道の南北に接する里
の南北距離を計測した結果が第 30表である。各里の南北幅は 650m～ 688mと かなりのばらつきを
示していることが知られる。この数値は 2,500分の 1図上において,同表に示した各条における現在

第 30表  南海道沿いの条里地割別のサイズと推定道幅

(詢 里の南北幅は 2、 500分の1図上の計測による。算出される道幅は、南海道2里分から里の

サイズの平均値を除いた数儘

北側里の南北幅 南側里の南北幅 算出される道幅

山田郡一条東辺
三条東辺

三条東辺

四条東辺

650m

655

663

668

688m

675

(665)

668

21m
13

11

19

香川郡五条東辺

八条東辺

九条東辺

十条東辺
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